
‭令和６年９月那須塩原市議会定例会議　請願・陳情等文書表‬

‭○‬‭新たに受理された陳情‬

‭受‬

‭理‬

‭番‬

‭号‬

‭受　理‬

‭年月日‬
‭件　　　名‬ ‭陳情の要旨‬

‭陳 　情 　者‬

‭住所及び氏名‬

‭付　託‬

‭委員会‬
‭結果‬

‭４‬ ‭R6.8.9‬

‭　‬

‭再審法改正を求‬

‭める意見書を政‬

‭府等に提出する‬

‭ことを求める陳‬

‭情‬

‭えん罪犠牲者を救‬

‭済するために、刑‬

‭事訴訟法の再審規‬

‭程（再審法）につ‬

‭いて①再審におけ‬

‭る検察手持ち証拠‬

‭の全面開示②再審‬

‭開始決定に対する‬

‭検察官の不服申立‬

‭て(上訴)の禁止を‬

‭内容とする改正を‬

‭求めるよう、国へ‬

‭の意見書提出を求‬

‭める。‬

‭〒320-0061‬

‭栃木県宇都宮市‬

‭明保野町1番6号‬

‭栃木県弁護士会‬

‭会長　石井　信‬

‭行‬ ‭総務企画常任委‬

‭員会‬
‭採択‬

‭５‬ ‭R6.8.13‬

‭公民館の有料化‬

‭を見直す陳情‬

‭公民館使用料の‬

‭「受益者負担・有‬

‭料化」について、‬

‭公民館の理念にな‬

‭じまないため、見‬

‭直しを求める。‬

‭〒325-0034‬

‭栃木県那須塩原‬

‭市東原118番地34‬

‭ギター同好会‬

‭代表　嘉部　廣‬

‭司‬

‭福祉教育常任委‬

‭員会‬
‭不採択‬

‭６‬ ‭R6.8.13‬

‭公民館使用の有‬

‭料化の再検討を‬

‭求める陳情‬

‭公民館使用料の原‬

‭則有料化につい‬

‭て、社会教育法の‬

‭公民館の目的に従‬

‭い、再検討を求め‬

‭る。‬

‭〒325-0112‬

‭栃木県那須塩原‬

‭市油井18番地12‬

‭新日本婦人の会‬

‭黒磯支部‬

‭門井　寛子‬

‭福祉教育常任委‬

‭員会‬
‭不採択‬

‭７‬ ‭R6.8.20‬

‭公民館使用料の‬

‭「原則無料」の‬

‭条例の存続を求‬

‭める陳情‬

‭公民館使用料の原‬

‭則有料への移行を‬

‭中止し、公民館使‬

‭用料の原則無料の‬

‭条例の存続を求め‬

‭る。‬

‭〒325-0076‬

‭栃木県那須塩原‬

‭市西新町117番地‬

‭984‬

‭サンベルテA-201‬

‭号‬

‭根立かさね　他5‬

‭名‬

‭福祉教育常任委‬

‭員会‬
‭不採択‬

‭８‬ ‭R6.8.23‬

‭那須塩原市公民‬

‭館使用料につい‬

‭て、現行の「原‬

‭則無料」継続を‬

‭求める陳情‬

‭那須塩原市公民館‬

‭使用料について、‬

‭現行の原則無料の‬

‭継続を求める。‬

‭〒325-0048‬

‭栃木県那須塩原‬

‭市材木町2-38‬

‭全日本年金者組‬

‭合栃木県黒磯支‬

‭部‬

‭榎田　守雄‬

‭福祉教育常任委‬

‭員会‬
‭不採択‬



‭９‬ ‭R6.8.26‬

‭公民館の有料化‬

‭条例案の否決を‬

‭求める陳情‬

‭「受益者負担の適‬

‭正化」は公民館の‬

‭理念になじまない‬

‭ため、議会として‬

‭公民館の有料化条‬

‭例案の否決を求め‬

‭る。‬

‭〒329-2735‬

‭栃木県那須塩原‬

‭市太夫塚‬

‭3-221-529‬

‭那須野が原・九‬

‭条の会‬

‭星　功‬

‭福祉教育常任委‬

‭員会‬
‭不採択‬

‭10‬ ‭R6.8.26‬

‭公民館の有料化‬

‭についての方針‬

‭の撤回を市に求‬

‭める陳情‬

‭公民館有料化の理‬

‭由として挙げてい‬

‭る「受益者負担の‬

‭適正化」「住民負‬

‭担の公平化」「歳‬

‭入の増加」に納得‬

‭できないため、公‬

‭民館使用料の有料‬

‭化についての方針‬

‭撤回を市に求め‬

‭る。‬

‭〒325-0033‬

‭栃木県那須塩原‬

‭市埼玉389-7‬

‭平和と憲法を守‬

‭る！栃木県北市‬

‭民ネット‬

‭共同代表　印南‬

‭敏夫‬

‭福祉教育常任委‬

‭員会‬
‭不採択‬

‭11‬ ‭R6.8.27‬

‭公民館の無料化‬

‭継続を求める陳‬

‭情‬

‭社会教育施設であ‬

‭る公民館を原則有‬

‭料にすることは、‬

‭実質、利用に制限‬

‭を加えることにな‬

‭るため、公民館の‬

‭無料化継続を求め‬

‭る。‬

‭〒325-0022‬

‭栃木県那須塩原‬

‭市東豊浦23-34‬

‭日本国民救援会‬

‭栃木県北部支部‬

‭支部長　植竹　‬

‭伸一‬

‭福祉教育常任委‬

‭員会‬
‭不採択‬


